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序

対馬にかねてからの念願であった「対馬歴

史民俗資料館」が文化庁の補助を受けて、昭

和52年4月から正式発足することになりまし

た。

資料館は、対局藩・宗氏十万石のかつての

居城であった「金石城」域内に建設されるこ

とになったため、緊急発掘調査を実施し、そ

の調査結果をここに刊行することになりまし

た。

今|司の調査で金石城の遺構およびその実態

のごく一吉日が判明したにi晶きやません。これを

契機として機会ある度に調査し、また各分野

からの協力を得て、資料を集積していくこと

が私達に諜せられた問題解決の第・歩であり

使命であるといえるでしょう。

そういった意味で本報告書が、学術・教育

・文化財の保護・郷土史研究の資料として広

く一般の活用に供されれば望外の喜びです。

発刊にあたり種々の御協力をいただきまし

た関係者各位に深く感謝いたします。

昭和52年3月31B 

長崎県教育長 村長年



凡例

1.この報告書は、対馬歴史民俗資料館建設事業の一環として実施した緊急発

掘調査報告書である。

2.発掘調査は、国庫補助を受けて長崎県文化課が実施した。

3.調査期日

試掘調査昭和51年1月26日-2月6日 12日間

発掘調査昭和51年4月12日-6月14日 64日間

4.調査員

文化課文化財保護主事田川 肇、同・副島和明

5.執筆者名は、それぞれ各項末尾に記し、遺物の実測・製図は執筆者の責任

において行った。製図については溝口美津代の助力を得た。

6.写真撮影は副島が担当した。

7.本遺跡より出土した遺物はすべて長崎県教育委員会が保管している。

8.周辺地形図は長崎県建築課で作成したものを使用した。
しげたてれいじ

9. I府内見取絵図」は蕃建令美氏の所有で、写真撮影は厳原町中央公民館・

平井清美公民館主事による。

10.挿国・図版等の縮尺は、特に記載してない限り%である。

11.本書の編集は調査員の責任において行った。

12.調査協力者(奇跡加各)

阿比留嘉博(文化財保護指導委員) ・永留久恵(同) ・三浦忠和(対馬教

育事務所社会教育主事補)阿比留久義(前対高教育事務所社会教育主事補)・

永瀬正和(厳原町教育委員会事務局局長補佐) ・箱崎政幸(同主事) ・佐々

木松三(ビジターセンター)・対馬高校郷土部・竹村正(郷土史家)

(全員計品力)長崎県建築課・同対馬支庁建設課・同対馬教育事務所・厳原町・

同教育委員会事務局・ビジターセンター・下県郡森林組合・国分寺

13.整理協力者

福田康平・溝口美津代・村山由美・魚下雅子・望月泰子・御厨洋子

中島宏(陶芸研究家)
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I 位置・環境

1.地理的環境
対馬は古代より朝鮮半島、対馬、壱岐、九州本土と結ぶ線上に位置し、歴史的にも重要な役

割をしめている。南北に細長く、 2島横たわり、上、下県郡の 2郡6町から成っている。遺跡

は下県郡厳原町今屋敷に所在している。厳原町は対馬村博多間の海上交通、空路の対馬におけ

る表玄関でもある。

対馬の基盤層は対馬層群と呼ばれ、 5000m以上の厚い地層の第三紀層から構成され、頁岩と

砂吉の互層を主とする地層群に貫入した火成岩(黒雲母花尚岩、石英斑岩、流紋岩等)から成

っている。厳原IIIJ付近では頁岩、細砂岩を主とし、岩質は厳原I11の西側は急、角度で東に傾斜す

るifx市な黒色のホルフヱルス化の進んだ累層で、東側下部にもホルフエルス化が見られ、 上部

は軟質j農出色の薄層状を呈すj尼質頁岩で占められるとされる。

Fig 1位置図及び周辺地形図
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厳原港より入航すると右手に立亀岩と呼ばれる石英斑岩の海食崖である岩塊が見え、左手は

高い山並が連なり、町並は河川の形成した沖積地に細長く北に延びている。その町並行つ西側に

成相山、清水山と、有明山、鶴翼山の谷部に金石川が流れ、)11添の北側に宗家の屋形が造られ

たのが1528年で、その後1669年に改修されて金石城と呼ばれ、当時の池、城壁が残っている。

その俗間奥に宗家の菩提寺である万松院が建てられ、現在も残っている。

今回調査地点は金石域内の東側に位置し、清火山の尾根状に延びきった丘陵の裾の南側に当

り、現在その北側に対馬ビジターセンタ一、南側石垣面下に幼稚園か建ち、調査地点は明治初

期には旧陸軍要地、旧商工会議所として利用され現在に至る。参考までに安永元年 (1772年)

当時の城下について記した長崎奉行の調査報告書がある。

一 府中者対馬国南東之端にて湊口打開き、 荒津にて十回J計入、波戸矢来石積有之、船付町家

に而上陸仕、五六町Ji!l家老其外武家屋敷、城之大手西之山方に相見、国主之屋形者十五六町も

登り、別所に而阿川鴻江山手を相越、侍屋敷町家共凡惣長二十町計、饗方山岸に而幅五六町も

有之候、 111二筋流れ、場狭之所に御座候、市中町数二十六町有之、 (副島)

註1. r厳原町北部地域の白土ならひ1こ陶石鉱床」須崎祐吉、矢鳴澄策、堤貞夫、国立科学博物館報(3) 1970 地

質と鉱床の部l分を一部引用させていただいた。

設2. 朝鮮式山城跡で、肥前の名護屋、壱岐の勝本、清水山、上対馬の撃方山を結ぶ兵姑線の駅城で、本丸、二/

丸と文禄頃の石垣が残っている。

註3.通紘一覧 132、長崎県史 藩政編より引用。

2.歴史的環境
対馬が古くから大陸文化導入の 1基点となっていたことは、地理的・考古学的にみても周知

された事実である。文献として登場する最古の記録は貌志倭人伝である。この頃すでに海を渡

って大陸まで出かけていた。

369年大和朝廷は、朝鮮半島の南端を支配し、以来 562年に任那の日本府が滅びるまで、植

民地確保のため、対馬を足がかりとして度々出兵している。朝鮮植民地の経営が失敗するや、

天智天皇3年(664年)に筑紫と壱岐、対馬に防人を置き、同6年 (677年) (現在の下県郡

美津島町黒瀬)に金田城を築き防備を囲めている。また、天武天皇5年(667年) (現在の厳

原町)に「国府」を置き、更に島分寺を建立する。(島分寺は途中で廃絶するのだが、宗氏10

代の宗貞国が文明3年(l471年)に再興させる。それが現在ある国分寺へと移行してきたので

あって、当時の国分寺とは何の関係もない。〕このことは、単に大睦や朝鮮に対する示威行為で

あったばかりでなく、貿易に主眼を置いていたのであろう。

一体に対馬島内には良田がなく、最大の経済基盤は何といっても朝鮮との貿易であり、はる・

かにこれに依存していた。鎌倉時代初期に入国してきた宗氏も藩政を奉還するまで財政の基盤

を貿易に置いていた。このことは、豊臣秀吉が国内を統一し朝鮮に出兵し敗北した時も、度重
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なる出兵で、窮乏した蒋財政をたてi在そうと 111Jとか朝鮮貿易を再開しようと努力しているし、江

戸幕府と朝鮮との開がうまく行かなくなったH与でも偽問書を送ったりしていることでもわかる c

宗氏が対!!jを統治するようになったのは嫌合初期からで、その統治}j法はす矢に分治させ、

血縁関係を中核とした中央集権的支配体制を確立していったのである。その居城は、 4(~宗盛

国が仁位に館を築いてから志多賀、佐賀ヘ移り、文明18年(1486年)宗貞国は厳原中村に館を

移す。(中村館)以後13(~盛長まで40年間居住する。大jk6年(1526年)14代将盛は池に館を移

し2年間居住する。(池の館)宗盛治の乱後、享禄元年 (1528年)掠を金石に移す。(金石城)

この頃はまだ城としての規模、機構ではなかったようで、 1成と呼ばれるようになったのは寛文

9年 (1669年)21代義真の時代であり、厳原が城下町としての機能が完成したのも彼のH寺代で

ある。金石城は延宝6年(1679年)に桟原に館が移されるまで(桟原館) 151年間居住した。

現仔する城壁、大手門などは、寛文9年 (1669年)に造られたといわれている。 櫓は大正8年

(1919if. )まで現存したという。

i事(本市IJが強化されていった背景としては、寛永13年 (1636fF.)領内の総検地を行い、領地の

11月中間な把揮をし、中世以降IU色えていた銀山の開発に力を注ぎ、万治2年(1659fjミ)の大火後、

城下町の新形成をはかり、家臣団の城下院T集住を行うなど行政機構を整備していった。 同時に、

商業の統制を行い、農村においては均田化政策を遂行し統制を進め、人口調査も行った。

しかし、主力はやはり朝鮮貿易の強化で、貿易による豊富な財源を背景として、寛文11年(

1671年)それまでの2万石格から a気に10万石松の大名へと躍進した。このように、対馬藩の

財政のli在丘・落体制の確立は朝鮮貿易の活況に起因していたといえよう。(回 JII) 

H 調査経過

調査に至るまで

対馬は{立置的・歴史的にみても中国大陸、朝鮮半島に近く、古くから文化伝J訟の飛石として

の役割りを果たしてきたことは、周知のとお、り発見される遺跡や遺物等により顕著である。

また、臼然環境、風俗、習i賞、民俗資料等の保存度も高く、これらを総合的に保護・保存し、

そして研究・展示するための博物館施設の建設がかねてより提唱されていた。

こうした状況の中で、各県に歴史民俗資料館建設を促進してきた文化庁の指導を得て、昭和

51年度に国庫補助を受けて厳原町に「対馬歴史民俗資料館」を建設することになった。建設予

定地は、ピジターセンタ一、郷土館が併立する医域で厳原町商工会跡地と決定したが、対馬藩

主・宗氏のかつての居城「企石城」城内であるため、工事着工前に発掘調査の必要があるか否

かの資料を得るため、急拠、昭和50年度末に試掘調査を実施することとなった。

試掘調査〔昭和51年 1月26日(月) ~ 2月6日(金) 12日開〕

資料館建設予定地には、試掘調査開始直前まで建っていた建物の基礎が残存していたため、
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規制を受けたような格好で調査Rを設定したの最終的に、 A トレンチ(1.5mX12m)、B トレ

ンチ(1.5mX8m)、Cトレンチ(1.5mX6m)、D.E.Fトレンチ (2mX2m)の計55

rn'を調合:した。

A トレンチ中央庁11に内然石で野積んだ!隔約50cm、深さ約50cmのfHlJi誌が北岡から京市に;1::って

いるのを確認したので、延長をみるため新たにD.Fトレンチを設定した。また、 Cトレンチ

には石垣に附随した側溝を険出したので、更にFトレンチを 1;安定し、相互関係の確認を行ったち

その結果、 Aトレンチ内のfHlJ涛はD トレンチから更にBトレンチまで延び、 F卜レンチで市

岡に琴曲してそのまま走る。 cトレンチ内の行垣とf!!IJ海はRトレンチには，'1'，てこないので途中
で奇曲してしまう η また、これらの遺構の他にまだ珂没している遺構があると考え、全面的に

発掘調査を実施すべく理め戻して遺構を保存して試掘調査を終 fしたっ

緊急発掘調査〔昭和51年4月12日(月) ~ 6月14日(月)64日間〕

試掘調査の結果に基づき、まず、大形ユンボを問ぃぷ!?で対象|ベ域内に残存する建物の1害時と炎

土を除去する。その後、 D トレンチの A f!lIJ 溝を~j'm掘り出し、これを j去準として調子t対象|て域

全.!IíX を 5mX5m のグリソド[こ 1>く分し、市At に A ・ B'C 、 ~nJ[jに 1 ・ 2 ・ :1 → 8 とそれそ

れ添号を附したn (Fig 2 ) 

調査は、 Af!!iJi蒜と Bf!lIJ溝(石J亘を合む)の再確認から始め、 4月下旬から 5Il I~to にかけて

ほ:1'i宣構の全貌が判明した。 (Fig3) また、試掘調在H年からそのt!jl_め士の状況からイ宝[こfq!

められたものと考えていたが、調査が進むにつれて何度かの改築により現在の様な城の形態を

とっていったことも判明したの遺物はそのf里め土の中に瓦礁と混在していたの

調査目的のひとつである建築物遺構の険出も思うにまかせず、 11析しい事象もないnnが続

くっ 511 7 fl (会)最原警察署前のIHJ道で、電話線埋設工事中に正徳小判手28枚が発見され話題

となる i 附記してわくの

B石垣に隣接して検出されたカマドは、その後の精査で 2墓並列しており、しかも 1基は B

側溝、 C石垣によって破壊されているので相互間の祈!日関係は明瞭で、あるが、各遺構のf生格、

範開については不明な点が多いので検討が続く。

5月下旬から 6月上旬にかけて雨が多くなり、現潟作業中止のけが憎える。また、調査終了

HjLIくになってIくC-HZに新しく石垣を険出し、実illlJに追われる。調査期間を延長し、早朝

からと雨をついての実測であった。折りしも刀剣登録審査会で来島したi吉野汗百j君の協力を得

るの

検出した遺構は極力壊さずに工事にかかることを再確認して調貨を終了する。調査期間中に

多くの町民の見学や対馬高校郷土 fff~の調査参加は、文化財に対する認識を新たにしたようで大

変有意義であった。 田
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田遺構 (Fig3， PL 4) 

膨大な対馬藩宗家の古文書は現在も品目織的に解読作業が進められているが、今回発掘調査地

点について詳細に記した古文書については明らかでないので、検出遺構より考えてみたい。

検出遺構の築造時期について、少くとも 3段階に分けられ利用されたものと考えられる。 16

69年(寛文九年)宗義真が城郭を改修した、その城郭が金石城として現在残っている。発掘調

査地の南側にも当時の石垣があり、それに添って石垣 (C. D)が検出された。寛文期の改修

以前の城域の石垣として築かれたものではなかろうか。その他関連遺構は不明である。(段階1)0

石垣(C.D)を部分的に壊わし石垣Bを築き、その石垣西側壁面を利用して2基のカマドが構

築・使用された段階で、石垣Bの東側で鉄津と炭化物が一面に検出された。このことは鉄浮の

科学的分折がなされていないので検討を要するが、一鍛冶場を中心にした生活環境の関連遺構と

して、石垣、カマド等は考えられる。又、石垣Bの西側にB側溝が築かれ、結果的にカマドB

が壊われたものと考えられる。(段階1I)

調査地点南側の石垣に平行するようにA側溝が走っている。 A側溝は西→東→南へと約40m

程で、側溝の曲角に大きな板石を利用して暗渠化し、その上に石垣Aを築く。西際には 5偶の

配石(礎石)があり、 D側溝、東側にはE側溝を設置している。又、西側の石垣B上に約50cm

程積石し、 B側溝の片方積石に約70cm:程上積して石垣B面と同じレベルに揃え、 C側溝がB側

溝に流れ込むようになっている。石垣A、B間は約32mあり、 A側溝との空間は約320m
2程で、

その空間利用が考えられるが、その部分における遺構等は検出出来なかった。しかし建物の礎

石と考えられる配石等があり、建築物の存在も考えられるが詳細は明らかでない。(段階血)

X 
A 倶1) ;蕎

宅島

石垣D

す 守F

Fig 3 遺構配置図6
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又、 A側溝の北側については、清水山の山麓が尾根状にのびきった山裾が背後にあり、利用

空間が狭く、今回トレンチを入れたが遺構の検出はなかった。一方北西側については石垣Bと

A側溝の西端部分が破壊されているが、その部分より北側は、側溝面より磯層が約 2m程堆積

する。その喋層中にはサザエのカ、、ラ、魚骨等と共に陶磁器類が大量に出土した。それは塵芥捨

場的な状況が窺われる。

石垣C. D (Fig 4， PL10) 

石垣C.Dは連続した石垣と考えられるが、積石の築き方が異っている為に一応CとDに分

ける。石垣Cの西側は壊わされ、東は石垣B下で現長約 2m、根石よりの高さは約 1mで地山

を切り込み、約30度の傾斜を付け積石をfj-っている。石垣Dは現長約9mで、西端は石垣B下

で、東端は一担曲り未堀部分へ延び、る。白黄色砂質土層(地山)を切り込み、平担に積石され、

垂直に近い角度で石面を内側(北東方向)に整え、石垣の高さは約80cm程である。

石垣B(Fig 4， PL 8 ) 

石垣Bは石垣C.Dと直交するように築き、南端部において、その石垣の上部積石を壊し、そ

の上に乗せ築いている。更に南へ延びるものと考えられる。北端部分は破壊され、根石部分が

若干残る程度であり、 A側溝との関係についても不明である。石垣Bは積石の構築状況、わよ

ぴ他の遺構との関係上、時間的隔たりは明確で、ないが、 2つの時期に渡り利用されている。

石垣Bは北京から南西方向に延び現長約9.5m 。石垣上面のrj](根石部分巾)は南端部で0.8

m (1 .Om)、中央部でo.8m (l.2m)、北端部(l.3m)で、高さはB側溝併設面で約1.0mであ
る。石垣は東側に傾斜した状態で検出され、東側の上端部より約40~50cmの部分は調査中棒で、

ささえを行いながら作業を行った程である。又、石垣の西側面において、東側と同様に石垣上

端部より約50cm干呈(標高8.70m程)の高さでー担段差が付いている。最大巾約30cmで、特に石

垣の南端部分に顕著に見られる。このことは先に述べたように石垣自体の傾斜も考えられるが、

明らかに後積し、上乗せした状況が考えられる。この上乗せ積石を行った段階については、 B

側溝の北側積石を上乗せして現石垣Bと同一レベルにしたこと、および石垣A、側溝の利用時

期と考えられる。石垣Bの石材は頁岩、流紋岩、砂岩を使っている。

カマド (Fig5， PL13~15) 

側溝検出の際にB側溝底面に半円状に配石がみられ、その石が全て焼けている状況が認めら

れた。又、石垣Bの根石部分を出す作業過程でカマドAが検出され、その結果上記の配石がカ

マドBであることが確認された。カマドA、Bは、石垣Bの西側面を利用して地山(白黄色砂

質土層)を切り込み、 2基並接して築かれている。その為石垣Bの根石部分より一段低く位置

し、このことはカマドを築く段階で 地形的に調査区の地山は東から西ヘ、北東から西南方向

に傾斜しているのと無関係でなく、設置面を平担にしたことと、石垣Bの k積する前段階の石

垣高とカマド高、および使用される鉄器類の高さを考慮して築かれたものと考えられる。又石

垣 Bの根石部分に若干焼けた痕跡と煤の付着が見られる。カマドと石垣Bとの時間的偏たりは

ないものと考えられる。
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カマドA

東側上端部が一部壊われているが、ほぼ完全な形で検出された。焚口は西向きで、土掛莫は東

カマド内の上面観は60X80cmの惰円形状を呈し、西に1.2m、南北1.7mで、カマド高は60cm程、

底面も同慌で円筒状を呈している。地山を約 5~20cm程切り込み、平担にして頁岩、流紋岩質

の比較的小離を用い、粘土にて囲定しながら積石を行っている。焚口部分の片方は小口積みで、

他方は

~ 
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る。カマド全面に渡り焼け、煤の付着が見られ、カマドの前庭には炭化物が約15cm程、 Bí~IJi奔

西端においては約30cm程の堆積状況がみられる。ただ、カマドAについて (Bも同様であろうj

煙突部分がみられないことである。このことは屋外に付設されたのであろう。カマドA内より

きせるの雁首一本出土。

カマドB

カマドAの南側に併設され、同時に築かれた状態が認められる。上端部は壊わされ、南側半

分は根石部分のみ残っている。 2基が接する部分は粘土にて国定され、 Aと同様に煤の付着と

焼けた状況が見られる。焚口は西向きで、底面経は約80X80cmの半円状を呈しているが、カマ

ド A と I言J~尉葉と考えられる。

B側溝 (Fig4， PL 9) 

B側溝は石垣Bの西側に位置し、直交するように石垣Bの中程の西側面部より、東から西へ

と、 i走路の側溝として築かれている。これも石垣Bと同様な状況によると考えられるが、 2時

期にj度り利用されている。

B (HlJi.蕎は現長約4.5mで、側溝上巾(ド巾)が約o.75m (0 .65m)で、両端部分で若干狭くな
り、西ヘ急傾斜を持ち現在のプールの下へ更に延びるようである。側溝両積石は南側が約40~

50cmで、北側は約 1m程あり上積状況が見られる。それは南側と同j長に約40~50cmの粗い積石

が築かれ、 iHlJ溝として干IJI+1され、後にその北側に板状巨石を乗せ上積し、石垣Bと同レベルに

したものと考えられる。又側溝構築の際に、カマドBを壊わし上に築かれ、側溝底面には炭化

物が1佳積し、その傾斜は地)杉に則くした為である。

C側溝 (Fig4， PL8) 

現長約5m、巾約o.25~0 .4mで

北端は破壊されている。積石は3

段積で、(Hi] i~専の深さはk:'~20cm程で、

ある。なだらかな傾斜を持ちB側

溝に流れ込んでいる。

石垣巨 (Fig6， PL5) 

現長約2m、r111mで、北と西

側ヘ更に延びるようだO 高さは約

80cmで、南側は壊わされて低くな

り、積石は板状の砂岩を多く使用

し、垂直に近い角度で石面を東側

にそろえている。この石よ亘の利用

方、および性格等は不明で¥他の

遺構との関係についても、接点部

分が問機に破壊されて不明で、ある。
。 1M 

Fig 6 石垣 E
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A側溝 (Fig7.8， PL 5. 6) 

寛文九年 (1669年)の金石城築造の際の石垣が発掘調査地南側にあり、 A側溝はその石垣と

平行するように西から東ヘ、屈折し北から南へと約30cmの傾斜を持ちながら走り、現代の側溝

下に入って行く。現長約40m程、側溝巾は上端で、約60cm、底巾約50cm程で、西端部分は壌わさ

れ、北側積石は部分的に根石が残る程度である。カーブの部分において長方形状の板状巨石が

4枚上敷され、暗渠化し、その上に石垣Aを築いている。

石垣 A (Fig 8， PL 5) 

北東から南西方向に、現長約11m、巾約1.2m程の石垣で、 根石を残しほとんど壊わされて

いる為、当時の石垣高は不明で、ある。砂岩の石材を利用しA側溝の暗渠上に積石し、その北端

は乱れ、南端は更に未掘部分へ延びるものと考えられる。礎石と考えられる配石列、 D、E側

溝等，石垣Aに付帯する遺構と考えられる。

E側溝 (Fig8， PL 5) 

石垣Aの東際に現長約2m、巾約O.4m程、深さ約O.lmで東へ三角形状に聞きかげんでA

側溝に接するものと考えられる。

配石(礎石) (Fig 8， PL 7 ) 

石垣Aと平行して並んだ自己石が5個と西へ約27m離れた石垣Bの東側に 1個検出された。石

の大きさは長さ約60~80cm、巾約45--'65cm、厚さ約30~40cmの安山岩を用いている。石の上面

は部分的に平担で、石の間隔は南端の一個を除きほぼ接し、同様な石高である。これらの石は

建築物の礎石と考えられるが、上部構造については現在のところ不明で、ある。

D側溝 (Fig8， PL 7) 

石垣Aと配石列との間隔が約80crr可呈有り、その間に、現長約5m、巾40cmで、南に傾斜を持つ

深さ約1O~30cmの一個積みの側溝で、ある。

F敷石 (Fig8) 

石垣Aとほぼ平行し、北端はA側溝際から、南端は未掘部分ヘ更に延びる。現長約2.6mで、

巾約40cmの板石を並べている。(副 島)

百 遺 物

1 磁器

碗(磁器碗) (Fig9， PL 16) 

大きさは、大・中・小と様々で、内容も一番豊富である。文様も草花文、唐草文、牡丹、楓

網目文等種々見られる。すべて手描きで印版手は見られない。また、埋め土中よりの出土であ

るため、完形品がほとんど見られない。

1 (KA2-C184) 口径5.0cm、器高2.4cm、非常に薄手に仕上げられた白磁で、見込に草文

を施している。一番小さく碗というより盃かぐい呑みの類であろう。

~ 15 



2 (KA 2 -c 161) 口径8.3cm、器高4.3cm、小形である。器表面に菊花を 2輪描配する。
3 (KA 1 -c 331) 口径9.4cm、器高4.8cm、流れる様な端正な美しさをもち、口縁部は薄く
仕上げであるのに比べ、底部は分厚い。口唇部に数ヶ所の欠損をみるが完形である。高台は

低い。黄土色の磁肌に白色袖が雲のようにかかる。

4 (KA 1 -c 23) 口径9.2cm、器高5.2cm、器表面に連続唐草文を描く。藍染付で濃淡を使
いわけている。

5 (KA2 -C168) 

6 (KA2-C159) 

7 (KA2-C163) 

8 (KA2-C164) 

9 (KA 1 -C 5) 

10 (KA1-C329) 

口径9.1cm、器高5.2cm

口径10.7cm、器高5.8cm、器表面に牡丹文、器内口縁部に唐草文を描く。

口径6.3cm、器高4.4cm、数少ない完形品のひとつである。

口径9.3cm、器高4.8cm、器表面に楓文を描く。

口径10.2cm、器高5.3cm、器内外口縁部に緑軸がかかる。

口径10.9cm、器高6.4cm、中形の碗である。文様は器内外同位置に菊花

11 (KA 1 -118) 

文を描く。見込に蝶の銘款あり。口持部が少々歪であるが全体としての姿は端正で、ある。

口径11.2cm、器高5.7cm、器表面に徳利と盃の桧文様を描き、「三⑦」の

文字を書く。

12 (KA2 -251) 口径10.6cm、器高5.6cm見込の図柄は花弁か葉のモチーフであろうか。

器表面にも抽象的な連続文を描配しである。

13 (KA 2 -C 158) 口ト径10・8cm、器高5.8cm、器内口特却に鎖の連続文、器表面は宝袋をモチ

ーフにした宝づくし文様である。(，， 1 ト川j主 ';1れたの仰-N>J~に上る)

14 (KA4 -A58) 口径13.1cm、器高4，7見込に草花文が残存する。高台内に i?育水」の刻

印あり。

碗(土物手) (Fig 10 1 ~ 5， PL 16) 

いわゆる土物といわれる椀で、磁器椀に比して流れるような端正な美しさはなく、分厚く重

厚な感を受ける。大きさもやはり大・小ある。

1 (KA 1 -C 89) 口径11.5cm、器高5.5cm口持部が歪んでおり、器内外にロク口調整痕が

残るが方向が縦と横で違っている。また、見込部分に焼成時の日積の跡が残る。

2 (KA1-C128) 口径11.Ocm、器高4.8cm1と同様ログ口調整痕が器内外に残り、焼成時

の日積の際の小粘土塊が附着している。

3 (KA 2 -C 400) 口径11.0cm、器高3.4cm 4 (KA 2一C169)口径11.3cm、器高6.2cm

7 (KA 2 -C 276) 口径14.0cm、器高7.7cm 他の碗の器高に対する高台の高さの比率が0.15

~0.19であるのに対し、 0.26 と非常に高い。

8 (KA 2 -C 532) 口径17.6cm、器高8.5cm 最大である。

鉢 (Fig10-9 ~14 ， PL 17) 

9 (KA 1 -C 19) 口径12.6cm、器高6.4cm赤絵。文様は菊花文と網目文の複合文様

13 (KA 2 -c 637) 口径14.3cm、器高5.1cm見込に蔑の絵を措き、周囲には牡丹文と山水文
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とをそれぞれ交互に描配しである。器表面は山水文を描く。 6面取りの型抜きで面と面の境

に舗がつけられている。

14 (KA2 -C157) 口径13.2cm、器高4.5cm器壁も薄く端正な姿である。細かいロクロ引き

の跡が顕著に器表面に見える。縁なぷりの極く簡単な装飾を施している。

仏具 (Fig11 -1 ~ 3， PL 17) 

1 (KA 1 -C 1) 2 (KA 1 -C 2) 3 (KA 1 -C 3) 仏飯用である。口径7.Ocm、器高

約5.0cm、脚高約3.0cmと3個とも大体均一化している。すべて白磁無文でKA-1区からの

出土である。

急須 (Fig11 -4) KA 2 -C 172 

腕径6.2cm、高器4.2cm、器壁O.2cmの超小形で玩呉のようである。葦はない。底は無柚のあげ

底で墨書しである。他に土瓶が1点出土している。 (PL17) 

IJ、持N.(Fig11-5) KA1-C11 

器高6.1cm、幅5.4cm、厚さ3.8cm、器壁O.3cm、瓢箪形ても簿く精巧に作られている。飴柚仕上げ。

血 (Fig.ll-6・8，PL18) 

6 (KA 2 -A 9) 口径7.0cm、器高l.4cm、小形の燈明皿であろうか。器内外にロク口調整

痕が顕著である。底部はハケ調整。

8 (KA 1 -C 20) 口径9.2cm、器高2.7cm 器表面に竹笹文を描き、見込には鳥であろうか、

はばたいている。高台底裡には「福」の銘款がある。 他の血類としては、紅皿、大皿(径18.8

cm)、現川1:焼でJうろうか刷毛目が美しい破片数点と変ったところで輸出用でJうろうかTEMPLE

と英文字で銘款された凪もある。 (PL20) 

叢物 (FigH~9 ・ 10)

9 (KA 2 -A 15) 口径10.2cm、器高2.8cm把手内に松のような樹木を、周辺にも樹木を描

いている。見込には雲文を、器内周縁部には一見2室長文を思わせる文様が描かれている。龍か。
10 (KA2 -C639) 口径11.9cm、器高3.0cm 身にひ。ったり合うよう金子様に作られている。

宝袋宝珠を染付けている。把手の径は2.7cmで、ある。

濁台 (Fig11-11， PL 17) KA 1 -C16 

受1lll径10.5cm、高さ2.7cm、碗部径6.7cm、総高10.5cm

唯一の出土品である。把手は欠損しているが、少々

ねじって着けている。箆切り後片口を着けているの

上碗は少し歪になり片口の方へ傾斜している。脚部

に1段のくびれをつける。糸切り底で焼成時に石英

粒が附着する。

壷 (Fig11-7， Fig 12， PL 17・19)

7 (KA1-C154) 口径8.3cm、器高8.1cmの小形査

である。器表面に文様が描いてあったらしいが欠損

- 20 

o 5 cm 
==高石扇面司

Fig 12壷



しているため不詳。最大幅は肩部にあり10.7cm。

(KA 1 -c 90) 口径9.6cm、最大幅25.2cm、推定器高30.3cm、氏;'f[i附近で欠損している。
古唐津系の四耳付茶査で、底は僅かにあげ底である。 (Fig12) 

銘款 (PL 20) 

ほとんどが飾りとして品般化した年号銘で、 「大明成化年製J '宣倍、年製J '大明年製」が

碗高台底仰に記銘されている。変ったところでは英文字の 'TEMPLEJ '済水(刻印) J 

「墨書」がある。また、吉祥文字の「福」も比較的多くみられ、文様化されたものまであるつ

腕や鉢の見込に間の絵も割合に見られる。

これら磁器類のほとんどが島外からの移入品と考えられる。付。!号の窯業は釜山窯(朝鮮との

貿易のため設置した和館内で朝鮮の陶土で焼いた。寛永18年 (1641年)~享保 2 年(1717年)

にその起源をみる。文献には釜山窯が廃窯した年に久間窯を開窯したとあるから、実際はその

前後と考られる。 (1磁・青fi必・染付けを焼いた。)その後手保llfj'.(1726年)志賀窯が付15蒋の

御!ね窯として開窯され、古111又i市の名陶工を生み明治末まで続く。この志賀窯の伝統を受:十継

ぎ明治20ij'.(1887年)頃古11Iえ市の孫段原愛ll1]が小浦窯を興す。立鶴や雲鶴象tt}(の主主11J窯写し

に代表されるの明治40年(1907!f')廃窯 3

\i~ru窯はその起源J土|明かでないが、 (If滋、，'ff践をì: f本とし、扇、栗、，'/[(E )(憾などを染付け

たっ弘化年間(1844年 ~1849年)に開窯した何須窯はl(窯として明治後年までがれへこの他に、

小浦皿山窯があるがその興亡が明篠でないが1lH刀の1I日窯ともいうコ

これらの窯の遺構が残存するのは立亀窯だけである。 田

2‘陶器 (Fig 13. 14， PL 21) 

陶磁器類は調査地Atf!!lJの!深層より検出された江戸中間~明治初期にかけてのけ常雑器頒で、

陶器の器種は鉢、童、型、その他破片が多数出土した。

鉢(1 ~ 7) 1、2共底部より内奇しながら立ち kり、口縁部がわず、かに内反する小鉢であ

る。折り返し日縁で、応部は上げJl'c;である。 1は器高6cm、口径12.4cmで、内外面共横ナデ調

整で胎土に石英を合み、焼成は良好で、ある c 色調は渋い11青茶色を呈する。 2は器高10.6cm、rJ 

箆17.6cmで、)JI"JLlIiに一条の隆起帯をめぐらし、内面胴下半古[iに青海波文のタタキ痕があり、色調

は灰褐色を呈し、胎士に石英粒を含み焼成は良好で、ある。 3~7 は底部より内望号しながら立ち

i二り、そのまま口縁部に至る。 rl~;表部 l土折り返し口縁で逆 L字形を呈し、 r1唇吉[íはやや垂れ問

状を呈する。 辰吉15は kげ肢である。 3は器高 9.8cm、口保22.8cmで、!阿部に一条の降起帯がノt~)、

内面の胴下半部に青海波文のタタキ痕がかすに残っている。 焼成良好で)]合土に砂粒を合み、

外面はiほ茶褐色、内側は赤F~色を呈す。 4 は器高11.4cm 、 rl 径24.2cmで、口禄ì'fl) 内i!lIJの綾は高

温度を受けたと見え、手Ihが溶けて黒く凝固している。 11IiiJ部の内外に‘条のへラ出り沈椋を有し、

色調は赤褐色で、緑茶色の柏、内fHlJは11青褐色を呈している。焼成は内外面共に気泡が多く余り良

-21 



くない。 5は器高16cm、

口径23cm、胴部の内外

面共に 3条の沈線があ

る。胴部は口縁部からほ

ぼ円筒状で内考しなが

ら底部に至る。底部中

央の径3cmの穿孔を中

心にして、径 1cmの穿

fL8個、 2.6X1.6cmの

穿孔4個(復元推定)

を有する鉢である。胴

部内面に青海波文のタ

タキ痕があり、色調は

茶褐色、内側は暗褐色

を呈し、胎土に結晶粒、

砂粒を含み焼成は良い。

6は取手付鉢で、器高

7.5cm、口径13.2cmで、

3~5 と同様な特徴を

有する。糸切り底部で、

胴上半部に刻白文様が

4段、外面をカンナ削

りを施こし器壁は薄い。

色調は赤褐色を呈す。

形態的に蓋付で、片口

が付くと考えられる。

類例が報告されている。

(大阪府柱本遺跡、岡

山県下市瀬遺跡、兵庫

県安富束中学校遺跡L

7は片口付鉢で、器高

19.4cm、口往16.8cm。

口縁部は折り返し口縁

で逆L字形を呈し、口

唇部がやや垂れ、底部 Fig 13 陶器(1)
。 10cm 
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は上げ底である。色調は茶褐色を呈す。

査(8・9・10・11)I 8は器高15.7cm、円径12‘6cmの広口査で、ある。口縁部はT字状をな

し、外側から内への折り返し口縁で、中央部は凹が付く。胴部は外反し、底部は上げ底である。

内面に青海波文のタタキ痕があり、!色調は灰褐色を呈し 灰色の軌が垂れている。焼成良好。

9~11 は fJ縁部欠損で、底部はやや kげ底である。 9 は底径 6且 5cmの長頭事( (成は瓶)であろ

う。内面に育制文のタタキ痕が顕著で、、外|面は時褐色を呈し、煤の付着がみられる。底部は

平底で、焼成時の6個の高台痕が付者している。 10は底径 7.3cmで、胴部に 2条の沈線を有し、

辰吉15より内琴しながら胴部から頭部にかけすぽまる。内側に青海波文のタタキ痕が顕著で、、色

調はH音褐色を呈している。 11は底任 7.3cmの広口査で、腕部に 2条、内に l条へラ削り沈線が

走り、青海波文のタタキ痕が残る。色調は内外共につやがなく、茶褐色を呈す。 12~14は口径

約 2.2~ 2‘8cm、器高 2.6~ 3.l'cm程の小形で、緑色、茶色、赤褐色、 i三l色と柚かけされた磁

器でフ窯に使用された遺物であろう。

以上の淘器類は、肥前系統のものがほんどと思われるが 季朝風なものも見られる。(副島)

註1. I高槻市住本遺跡試掘調査概要jj主本遺跡調査会 1972、

2. I岡山県埋蔵文化財発掘報告(3)j岡山県教委 1973、

3. I中国縦貫自動車道建設に判う貫主蔵文化財調査報告書(宍索編)j兵庫県教委 1976、委 1976、

3. 瓦 (Fig 15) 

軒丸瓦(1・2') 1 

内|ては三ツ巴文で尾は

f妾せず、外医は外禄で

14f同の珠文を配してい

るわ瓦乃花は14.6cm、

厚き1.7cIIlで、!長男色を

呈する、 2もIと1.司様

で内[乏にそ y巴文N 外

[えは外縁で、_f~~文 12 i1i~1 を

配している。 在、'ii壬は

13.5clIl、 1亨さ 2.0cmの

完形品で、色調は灰黒

色を呈している。

軒平瓦(3・4) 3 

は中心飾部分の破片で、

中心飾は草葉文;げとを呈

しているつ色調は以黒 Fig 15 瓦

24 
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色。 4は中央部より右半分の破片で、 2巻の!吾草文が配され、中心飾については不明で、ある。

色調は灰黒色を呈している。

以上の軒丸、軒平瓦はAiHl1港内埋土より出土し、{也に平瓦、 )L瓦等多数伶，'Bされたう

(副島)

4. 金属製品類 (Fig16・17 PL 22~24) 

きせる きせるは雁首fmが9木、吸口部が5'"支出土している。いずれも真鍛製であるつ

雁首は全てかI骨形で、脂返しが長くて曲線を描き、 11岡部まで直線的な線、をもつもの atl'iと、 11日

返しが開くて若子の琴曲をもつものb類と、肩付があるものc類の 3つに分類される勺

a類 3はカマド A 内の炭火物に混って，'1:'，土したもので、 IJ旨返しが長く、曲線を描ぎながら

胴却にi在線的な線で延びている。 11同;'HIは大きく、火盟は(也の雁首に比べ浅い方である。重量は

8 cJで、江戸時代初期~中期にかけてのものであろう。 1は胴部が一部欠損し、火111ll土深く、

1m返しの曲線も 31こ比べ短li0 2もlと同様で、短い。重置は lが79、2が69であるコ 41土

火服、胴 j'fI;が欠慣している。 b類 5、6の2本共、1Jl'i返しの部分の曲りがわず、かに残る程度

で重く、 j去りががっしりし、諒長が6cm未満で、短い。 6は火打付雁首で、火mLが欠損している。

主i!?は11.5 9 5はIJ日返しと火llIl部分がつぶれている。器匂長は 5.5cmで、重量は109であるつ

c類 8、9共に問返しの部分が向かく、1iffi1守の長さも短い。それに比べ7は!市首ーも、脂返し

も長， 10 8は緑青をふき、厚くもろいの 11同庁11がイHl欠損している。重号 9CJ 0 9も8と同様で、

全長ヲ.2cm、重さ 5.5CJである c，7は火皿と IJ日返し部分が欠慣している。器長は長く、長さ

3‘4cmの肩l寸部分に47条の平行沈線を有する、細長い雁首であろう。これは如信形といわれ、

茶道趣味の産物である。

日及r1部は、)阿部から破口にかけしぼみ、直線的な線で日及円に至る。 日及口部分の角は薄くて丸

くなり、比較的小形の a類と、胴部から吸lJにかけー担し(まとまり、再び!吸口部分でふくらむb

煩の 2つに分けられる。 a類 3本共23長が7cm以下で、短く細く、重買は10で4cJ、11で4

9、12で6CJとb類に比べ軽い。 b類器長が7cm以上で、重量は13で15CJ、14でlOCJと重く

がっしりした造りである。又、 a、b績の 5本共、 lJlill部羅宇の竹材が残っている。雁首、およ

び吸口部も江戸時代元禄以降~幕末・明治初期にかけてのものと考えられる。

かんざし 耳かきを付けた真鈴製2*とセルロイド製1本が出た。装飾品としての髪飾り

は、江戸時代・元禄以降結髪用具の増加につれ発生したようで、 18世紀中頃以降に耳かきを付

けたり、いろいろ細工している u 1は全長24.3cmで、細長く、先端部が片方欠損している。節を

4ケ所付汁、一担脚r'fljと耳かき部分との開でくびれを入れている。重景10CJ 0 2 の先端 ì~11 も 2

本共欠損しているが、耳かき部分から11却古11にかけ、表裏共に線刻を細工し、直線的な線をもっ

細身のかんざしで、重さ 5CJである。 3は全長約12.7cm程で、中は空道でアメ色を呈したセル

ロイド製で、重さ 49である。 A側溝上面の埋め土より検出したもので、明治時代の細工品で

ある。

鉄鍋 破片であるが大形で、、口径約80cm程の平鍋である。

「
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銭貨 A側溝内、むよび喋層より10枚の寛永通宝が出土している。

鉄;宰と鋳型 鉄j宰は表面が粗雑な多孔質

のもので、 6cm以下のノト形と10cm以上の大形

のものが約50個程出土。砂岩製の鋳型が2f回

出土し、 1つは復元日窪約12.6cm、厚さ約1.6
。

。

。一 -0 

0-11111-0 

Eコ

2 

Fig 17 金属製品類 (2) 

3 

。
~2 .6cm、器長約5.7cmを呈し、深さは約2.7cm

程で、[也も同様で、復元口径約14.2cm、厚ぢ約

2 .2~2 .6cm、器長約4cm程、深さ約2.2cm程度

で、外観は円柱状をなしている。鋳型の内側

は腕形の形状を呈し、内・外面共鉄j宰の付着

が著しく、外面の鉄浮には土の付着がみられ

る。いず、れも破片である。(副島)

註1. r日本の喫煙具」専売事業協会、 1967

fff[首、 i可骨形等の用語殺については本編の用

。 語を使用し、参考にした。
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Fig 18 骨製品
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5.骨製品 (Fig18，PL25) 
骨製品は全部で5個出土している。そのうちの4個は鯨かイルカの大形海獣の骨で作られた

魚網補修用と考えられる骨'針であり、他l個は鹿角製の目貫である。骨'針の針穴は、図のよう

に基部を上にした場合、 3を除いて表から裏へ斜め下りにあけられており、直径も約3mmと共

通している。(計測値はすべて残存部で計測したものである。)

1 (KA2-1) 

材質は鹿材で輪切りにして上下両面とも良く研磨しである。側面は未加工である。 上面は

ゆるやかに琴曲している。煙草入れか印寵などのように腰にぶらさげるものの目貫であろう。

(外径約2.4cm、 厚さ1.Ocm、穴径・上0.7cm、 下O.9cm、 重さ 4g ) 

2 (KB5- ) 

先端部、基昔日ともに欠損している。針穴は A部残存する。表裏面とも比較的良く研磨しで

ある。基部から約6cm位のところからくびれて急に細くなり先端部へと続く。 (L6 .3cm， W 

1.2cm、H0 .7cm、先端部HO.6cm) 

3 (KB5-4) 

先端部が欠損している。裏面の基部より約 2cmのところで段をつけ、そのままの厚さで先

端部へ続く形態は他の製品と相違する。この段は意識的につけてあり、研磨調整不良で、ある。

全体の研磨は悪い。針穴は他と違って斜め上りにあけてあり基部は丸い。 (L7.0cm、Wl.2cm

H 0 .6cm、 中央部H0 .5cm、 先端部H0 .3cm) 

4 (KAH-2) 

5と形態は似ており、研磨は良く、考曲もあまりなく、くびれ部を作出せず滑かに先端部

へと移行してゆく。基部先端はとがる。 2、3の形態と 2種類に区分できる。使用する箇所

が違うのだろうか。 (L7 .8cm、 Wl .Ocm、 H 0 .5cm) 

5 (KB8-5) 

B -8区より出土した。骨針中最大のもので琴曲も深いし、研磨も一番良い。表面中央部

にイタリック体の外国文字 (CαsT，αII Tll .....うが刻入しであるが、破損しているため全部

判読できない。 (L9 .5cm、 Wl .3cm、HO.8cm、先端部HO.6cm) (田 ) 11 ) 

V 概括

宗氏の治世約700年、これまで良く知られているはずの宗氏の居城「金石城」が、実は未知の

部分が多く、文献も絵図面もないという状況で調査はスタートし終了したわけである。面的に

広大な広がりをもっ城に対して、極く狭い範囲を調査するのであるから、遺構等は一部しか検

出できないわけであるが、可能な範囲での調査によって一応所期の目的は達したといえよう。

金石城はかつての国府(現在の厳原町役場がその地だという。)に近く、島分寺跡地に築造さ

れているという。昭和24年、永留久恵氏は奈良時代のものと忠われる薄を採集されているが、

O
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礎石等は発見されていない。金石城築造時に破壊されてしまった可能性は確かに残されている

とはいえ、調査により確認される可能性も残されている。

享禄元年(1528年)に築館され、城としての機構・機能を持つようになった寛文9年 (1669

年、 この頃が宗氏の一番充実していた時代といえるだろう。)までの聞に幾度か改修され、漸

次大規模化していっただろうことは，簡単に推察できる。その裏付け資料として今回調査し、

検出した遺構群を検討してみると、前章で述べた如くこれらの遺構はそれぞれに相関関係をも

っていると考えられる。それらの築造・利用・破棄等は多少の時間的な差は認められでも、時

期的に長い隔たりはないと考えられる。しかし、それらの遺構が何故そこに、何のために必要

なのかという更に一歩突っこんだ結論を出すことは、それらの遺構の周辺に他の遺構を検出で

きなかった現時点では早計であろう。

今回検出した遺構は、ブ ルのドを通り厳原中学校の方へ延びているし、 A側溝と同様の側

溝が厳原中学校の校庭で数条確認されていることでもあり、域内至るところに遺構が広がって

いる。今後の調査に期待するところである。また、今回の調査を機に、多くの方々が興味を特

たれ、機会あるごとに調査をし、資料を集積し、解折していく地味な研究が続けられていくこ

とを願って止まない。最後に微力な私達に御協力と御指導をくださいました背様方に記して感

j射いたします。 同
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Fig 19 対馬藩領地図(寛永期)
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Pし3 府内見取絵図
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PL4 調査区全域(東より) PL6 A側溝(暗渠部分)東より

PL5 石垣Aとその周辺遺構(北より)
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PL.8 石垣Bとその周辺遺構 (南より) PL7 D側溝と礎石 (西南より)

PL9 8側溝と石垣8 (西より)
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PL 10 石垣B・C・D (西より) PL 11 石垣Dと埋土 (北より)

PL 12 石垣c(北より)
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P L 13 カマドA・Bと石垣B (西より)

P L 14 カマドA・B

P L 15 カマドA(焚口部分)
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5cm 

PL 17 鉢その他
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P L 18 皿
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。 10cm 

P L 19 査その他
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。
P L 20 銘款
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01Ocm 

P L21 陶器類

P L22 鉄浮(1)

P L23 鉄;宰 ・鋳型(2)
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。
P L24 金属製品類
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。 5 cm 

P L 25 骨製品

45 -



長崎県文化財調査報告書第33集

金石城跡緊急発掘調査報告書

昭和52年3月31日

発行所 長崎市江戸町2ー 13

長崎県教育委員会

印刷所 長崎市出島町15-15

東洋印刷所


